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語文95(2010・ 12大阪大学国語国文学会)

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
翻
訳
方
法
に
つ
い
て

は
じ
め
に

文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
、
江
戸

時
代
に
勃
興
し
発
展
し
た
唐
話
学
と
通
俗
物
の
流
行
と
い
う
流
れ
の
中
で
生

ま
れ
た
、
清
の
墨
浪
子
編
纂
に
よ
る

『
西
湖
佳
話
』
十
六
話
の
う
ち
、
五
話

を
翻
訳
し
た
も
の
。
諸
本
と
し
て

『
国
書
総
目
録
』
は
、
「
国
会

・
静
嘉

・

愛
知
学
芸

・
京
大
頴
原

・
阪
大

・
広
島
大

。
米
沢
興
譲

。
大
橋
」
を
挙
げ
、

そ
の
他
に
、
東
京
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
関
西
大
学
附
属
図
書
館
、
愛
知
教

育
大
学
附
属
図
書
館
に
も
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『
近
世
白
話
小

説
翻
訳
集
』
に
長
澤
規
矩
也
氏
旧
蔵
本
の
影
印
と
中
村
幸
彦
氏
の
解
題
が
備

わ
る
。

享
保
頃
よ
り
唐
話
の
流
行
が
盛
ん
に
な
り
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
と
し
て
中

（
２
）

国
白
話
小
説
へ
の
関
心
も
次
第
に
高
ま
る
。
『舶
載
書
目
』
を
見
れ
ば
元
禄

か
ら
宝
暦
ま
で
の
自
話
小
説
の
渡
来
の
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本

の
読
み
物
と
は
異
な
る
、
面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
や
、
情
緒
豊
か
な
浪

金

日
日

折
ロ

漫
的
な
発
想
に
よ
り
忽
ち
歓
迎
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
中
国

の
自
話
小
説
を
翻
訳
し
た
も
の
―
通
俗
物
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
通

俗
物
は
自
話
小
説
の
翻
訳
も
の
と
し
て
、
い
ず
れ
も
そ
の
原
典
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
、
漢
文
に
ほ
ぼ
忠
実
な
翻
訳
文
で
あ
る
こ
と
、
表
記
は
漢
字
片
仮
名

混
じ
り
文
で
あ
る
こ
と
、
漢
字
に
は
多
く
振
り
仮
名
を
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
通
俗
物
」
は
漢
籍
を
十
分
読
め
な

い
人
達
も
含
め
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
読
者
は
、
当
時
の
日
本
の

読
み
物
よ
り
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
上
位
に
あ
る

「
通
俗
物
」
で
文
学
心
を
養

い
、
小
説
観
を
高
め
た
。
そ
し
て

「
通
俗
物
」
に
お
け
る
翻
訳
の
手
法
は
読

本
の
発
生
を
促
し
た
と
さ
れ
る
。

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
こ
の
よ
う
な
白
話
受
容
の
背
景
で
生
ま
れ
た
が
、

作
品
自
体
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
訳
者
の

問
題
、
原
拠
で
あ
る

『
西
湖
佳
話
』
の
諸
本
の
整
理
、
依
拠
テ
キ
ス
ト
の
検

討
や
翻
訳
方
法
等
に
お
い
て
、
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。



一　

訳
者
に
つ
い
て

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
訳
者
を

『
国
書
総
目
録
』
及
び

『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』
（徳
田
武
氏
執
筆
）
は
、
十
時
梅
圧

（崖
）
と
す
る
。
し
か
し
実

際
に
は
、
文
化
二
年
版
本
に

「
梅
圧
訳
」
と
い
う
文
字
は
見
出
さ
れ
な
い
。

た
だ
し
、
「
浪
華
　
梅
圧
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
序
文
が
あ
り
、
序
文
を
梅

圧
が
書
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
序
文
は

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の

成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
た
め
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

通
俗
西
湖
佳
話
序

余
曽
避
遁
西
湖
之
人
干
崎
港
、
粗
聞
其
概
略
、
言
是
大
都
類
干
崎
暑
景

勝
其
周
環
不
過
数
里
、
而
凡
可
観
可
遊
者
悉
備
焉
、
於
是
乎
騒
人
詞
客
、

水
陸
之
行
、
四
時
之
科
、
採
手
此
者
天
下
為
最
況
、
雨
奇
晴
好
淡
版
濃

抹
彼
以
媚
我
乎
、
享
和
癸
亥
之
小
春
、
余
偶
滞
干
尾
之
名
府
、
旅
邸
請

索
乃
書
辟
某
呈
此
巻
、
乞
序
景
図
、
余
近
撰
文
衡
山
真
跡
、
西
湖
図
頗

貯
、
其
状
干
胸
次
、
因
興
向
所
聞
干
華
客
、
参
合
遂
作
小
図
而
興
之
、

若
夫
世
之
同
好
者
穫
観
之
、
則
臥
海
之
柴
不
出
干
Ｆ
遅
而
有
餘
実
、
且

佳
話
之
以
國
字
而
解
也
、
能
使
人
々

一
見
昂
領
笑
、
待
余

一
賛
而
後
行

也
哉

題
干
客
舎
寒
窓
之
下

浪
華
　
梅
圧
□

こ
の
序
文
か
ら
、
梅
圧
が
享
和
三
年
十
月
に
名
古
屋
で
、
書
撃
の
求
め
に

応
じ
て
、
本
書
の

「序
景
図
」
を
書
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
村
幸
彦
氏
は
本
書
の
訳
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

本
書
の
訳
者
は
、
従
来
十
時
梅
圧
と
す
る
書
目
が
多
い
が
、
本
書
巻
頭

の
梅
圧
の
序
を
見
る
と
、
享
和
癸
亥
の
小
春
、
名
古
屋
を
訪
れ
た
折
に
、

自
拌
某
な
る
人
物
よ
り
こ
の
書
を
示
さ
れ
、
序
と
景
図
を
乞
わ
れ
た
と

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
訳
者
は
名
古
屋
に
住
む
白
拌
某
と
い
う
人

物
で
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
こ
の
人
物
の
伝
記
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。

ま
た
、
序
中
に

「某
」
と
呼
ば
れ
る
様
に
、
そ
の
人
物
自
身
大
し
て
有

名
な
人
物
で
な
か

っ
た
ら
し
い
し
、
出
版
に
際
し
、
責
任
の
持
て
る
立

場
に
い
る
様
な
人
物
で
も
な
か

っ
た
ら
し
い
。
そ
の
上
、
梅
圧
自
身
、

本
書
が
出
版
さ
れ
た
文
化
二
年
に
は
、
既
に
没
し
て
い
た
の
で
、
さ
ら

に
、
訳
者
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。
（傍
線
、
金
。

以
下
同
様
。
）

ま
た
中
村
幸
彦
氏
よ
り
も
早
く
丸
山
季
夫
氏
も
、
訳
者
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
た
。

通
俗
西
湖
佳
話
四
巻
が
、
十
時
梅
圧
の
著
書
の

一
つ
で
あ
る
と
云
は
れ

て
居
た
か
と
思
ふ
。
然
し
、
此
は
其
の
序
文
に
、
享
和
三
年
の
春
、
尾

の
名
府
の
旅
中
、
書
障
某
の
乞
に
依

っ
て
、
序
固
を
作
る
と
自
ら
記
し

て
居
る
。
（略
）
梅
圧
の
序
文
を
信
ず
れ
ば
、
梅
圧
は
長
崎
の
風
景
を

大
い
に
似
た
る
所
あ
る
と
近
撰
の
西
湖
の
国
を
得
て
、
此
に
依

っ
て
、

小
固
を
書
い
た
の
み
で
あ
る
。
此
西
湖
佳
話
の
詳
者
は
、
す
ぐ
梅
圧
と

す
る
の
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
（傍
線
金
）

中
村
幸
彦
氏
は
該
当
箇
所
を

「白
拌
某
」
、
丸
山
季
夫
氏
は

「書
撃
某
」

と
判
読
す
る
が
、
次
に
挙
げ
る
影
印
に
よ
る
と
、
「書
障
某
」
と
読
め
る
。



『通俗西湖佳話』序一丁裏 (部 分)

(『近世白話小説翻訳集』第五集)

こ
の
書
津
は
刊
記
に
名
の
あ
る
尾
張
の
板
元
永
楽
屋
東
四
郎
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
梅
圧
は
永
楽
屋
東
四
郎
の
求
め
に
応
じ
て
、
序
と
景
図
を
書
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
序
文
か
ら
訳
者
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
恐
ら
く
名

古
屋
と
地
縁
の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

梅
圧
自
身
は
、
名
古
屋
周
辺
に
お
い
て
富
裕
な
商
人
で
あ
る
内
田
蘭
渚
や

一
番
の
本
屋
永
楽
屋
と
の
文
化
的
交
流
が
あ
っ
た
。
梅
圧
と
蘭
渚
と
の
交
友

の
う
ち
確
認
で
き
る
最
も
早
い
も
の
は
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
に
名
古

屋
で
行
わ
れ
た
書
画
会

『蓬
源
勝
会
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
寛
政
九
年

（
一

七
九
七
）
に
梅
圧
は
蘭
渚
等
の
依
頼
を
受
け

『
国
朝
画
徴
禄
』
の
題
言
を
書

い
て
い
る
。
『名
家
書
簡
集
』
五
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
蘭
渚
宛
て
の
梅

圧
書
簡
二
十
二
通
を
み
れ
ば
、
こ
の
経
緯
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
同

じ
く
蘭
渚
宛
て
の
書
簡
に
は
永
楽
屋
の
事
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
書
簡
八

（三

月
二
十
六
日
付
）
に

「尚
々
、
風
月
頼
之
品
は
是
非
六
月
之
間
に
相
認
差
下

し
可
申
候
、
其
節
何
分
宜
奉
願
候
、
永
楽
屋
よ
り
横
本
書
私
之
板
下
時
々
頼

来
候
、
是
も
同
時
に
相
認
候
積
に
御
座
候
、
其
外
庭
訓

一
所
に
下
し
申
候
段
、

乍
憚
宜
御
申
通
可
被
下
候
」
と
記
し
て
い
る
。
「風
月
頼
之
品
」
は
恐
ら
く

梅
圧
筆
手
本
類
で
、
永
楽
屋
で
出
版
し
て
い
る

『
早
速
千
字
文
』
を
指
し
て

い
る
。
梅
圧
は
蘭
渚
を
通
じ
て
、
永
楽
屋
と
風
月
堂
と
の
連
絡
を
依
頼
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
梅
圧
は
名
古
屋
の
本
屋
永
楽
屋
と
の
接

点
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
一　
通
俗
西
湖
佳
話
の
依
拠
テ
キ
ス
ト

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
翻
訳
方
法
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
翻
訳
す
る
際

に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
確
定
を
行
い
た
い
。
依
拠
テ
キ

ス
ト
と
の
比
較
を
通
じ
て
こ
そ
翻
訳
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

大
塚
秀
高
氏
に
よ
る
と
、
『西
湖
佳
話
』
は
以
下
の
諸
本
に
纏
め
る
こ
と

が
で
き
る

（筆
者
所
見
の
所
蔵
先
を
記
し
て
お
く
）。

①

金
陵
王
衝
蔵
板
↓
康
熙
十
二

（
一
六
七
三
）
年
序

（大
阪
大
学
文
学
部

懐
徳
堂
文
庫
）

②

翰
海
楼
蔵
板
↓
乾
隆
十
五

（
一
七
五
〇
）
年
序

（京
都
大
学
文
学
部
）

③

金
閻
学
耕
堂
蔵
板
↓
乾
隆
十
五
年
序

（京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

④

会
敬
堂
蔵
板
↓
乾
隆
十
五
年
序

（大
連
図
書
館

。
大
谷
文
庫
）

⑤

大
文
堂
蔵
本
↓
乾
隆
五
十

一
（
一
七
八
六
）
年
序

（広
島
大
学
文
学
部
）

⑥

金
間
緑
蔭
堂
刊
本
↓
吟
仏
大
学
吟
仏
燕
京
学
社
漢
和
図
書
館

（未
見
）

⑦

海
陵
軒
蔵
板
↓
乾
隆
五
十

一
年
序

（天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
）

③

芥
子
園
珍
蔵
↓
乾
隆
五
十

一
年
序

（大
阪
大
学
附
属
図
書
館

・
懐
徳
堂

文
庫
）

web公開に際し、
画像は省略しました



⑨

荷
香
小
棚
刊
本
↓
乾
隆
五
十

一
年

（国
会
図
書
館
）

⑩

連
元
閣
蔵
板
↓
同
治
九

（
一
八
七
〇
）
年

⑪

味
経
堂
蔵
板
↓
同
治
九
年

⑫

武
林
三
益
堂
蔵
板
↓
同
治
九
年

⑬

大
興
堂
刊
本
↓
嘉
慶
二
十
二

（
一
八

一
七
）
年

以
上
の
諸
本
は
大
体
序
文
成
立
時
期
や
刊
年
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
康
熙
十
二
年
序

（①
）
、
乾
隆
十
五
年
序

（②
③
④
）
、
乾
隆
五
十

一
序

（⑤
⑥
⑦
③
⑨
）
、
同
治
九
年
刊

（⑩
⑪
⑫
）
、
嘉
慶
二
十
二
刊

（⑬
）
。
前
掲

の
諸
本
か
ら

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
二
年
よ
り
後
に
刊
行

さ
れ
た
⑩
か
ら
⑬
ま
で
の
版
本
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
残
る
⑥
吟
仏

大
学
吟
仏
燕
京
学
社
漢
和
図
書
館
の
金
間
緑
蔭
堂
本
は
未
見
で
、
そ
の
他
の

諸
本
と

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と
で
本
文
の
比
較
を
行
う
。
比
較
対
象
は
固
有

名
詞
と
詩
句
を
中
心
に
、
本
文
に
異
同
の
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
【
表

１
】
に
ま
と
め
、
異
同
が
無
い
箇
所
は
○
で
示
し
た
。
な
お
、
便
宜
上
諸
本

を

「金
陵
王
衛
本
」
「翰
海
楼
本
」
「金
閻
学
耕
堂
本
」
「
会
敬
堂
本
」
「大
文

堂
本
」
「
海
陵
軒
本
」
「芥
子
園
本
」
「
荷
香
小
樹
本
」
と
省
略
す
る
。

【表

一
】
か
ら

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と
語
句
が

一
致
す
る
の
は

「金
閻
学

耕
堂
本
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
【
表

一
】
の
う
ち
葛
洪
の
没
年

を
示
す

「
八
十
四
歳
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
、
『
西
湖
佳
話
』

（
１０
）

の

「八
十

一
歳
」
を

「
誤
訳
」
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
金
陵

王
衛
本
に
依
拠
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と
語
句
の
異
同
の
な
い
の
が
、
「金

閻
学
耕
堂
本
」
で
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は

翻
訳
の
際
に
使
わ
れ
て
い
た
依
拠
テ
キ
ス
ト
は

「
金
閻
学
耕
堂
本
」
の
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
、
『
西
湖
佳
話
』
の
引
用
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
所
蔵
の

「金
間
学
耕
堂
本
」
を
使
用
す
る
。

〓
一　
全
篇
に
わ
た
る
翻
訳
態
度

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と

『
西
湖
佳
話
』
の
詳
細
な
比
較
を
通
じ
て
、
訳
者

の
俗
語
理
解
の
実
態
及
び
当
時
の
唐
話
学
の
水
準
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
を
考
え
て
み
た
い
。

考
察
に
入
る
前
に
通
俗
物
全
体
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

江
戸
時
代
の
通
俗
物
は
、
長
尾
直
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
前
期
と
後
期
の
二
期

に
区
分
で
き
る
。
前
期
通
俗
物
は
元
禄
～
享
保

（
一
六
八
八
年
～

一
七
二
五

年
）
、
後
期
通
俗
物
は
宝
暦
～
天
保

（
一
七
五

一
年
～

一
八
四
三
年
）
に
刊

行
さ
れ
る
作
品
群
を
指
す
と
さ
れ
る
。

前
期
通
俗
物
は
多
く

『
通
俗
○
○
軍
談
』
と
い
う
書
名

で
刊
行
さ
れ
、

「
通
俗
軍
談
書
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
も

「
軍
書
」
に
数
え
る

の
が
通
例
で
あ
る
。
後
期
通
俗
物
と
し
て
翻
訳
さ
れ
る
白
話
小
説
は
、
儒
教

の
倫
理
規
範
を
遵
守
す
る
忠
臣
、
孝
子
、
烈
婦
ら
が
長
幼
の
順
を
守
る
よ
う

な
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
。
文
化
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
通
俗
西
湖
佳
話
』

は
刊
行
時
期
が
後
期
に
該
当
す
る
た
め
、
後
期
通
俗
物
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
、
こ
れ
ら
の
後
期
通
俗
物
で
よ
く
見
ら

れ
る
逐
語
訳
と
は
違
う
翻
訳
態
度
を
取

っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と
成
立
年
代
が
近
い

『
通
俗
醒

世
恒
言
』
（寛
政
元
年
序
）
『
通
俗
平
妖
伝
』
（寛
政
十

一
刊
）
を
取
り
上
げ



【表

一
】
『通
俗
西
湖
佳
話
』
及
び
依
拠
本
文
と
の
語
句
の
異
同
表

一
覧

（巻
四
、
十
ウ
）

念
佛

（園
澤
）

（巻
四
、
十
オ
）

老
斉
怨
措
蒼
煙
空

（巻
四
、
六
オ
）

他
時
夜
雨
獨
傷
神

（巻
四
、
六
オ
）

十
回
無
編
更
累
人

（巻
四
、
五
オ
）

二
十
柄

（圏
風
）

（巻
四
、
三
オ
）

北
客
若
来
休
問
答

（巻
三
、
十
八
ウ
）

天
下
中
分
隊
不
知

（巻
三
、
ニ
ウ
）

五
百
騎

（宗
澤
の
兵
）

（巻
二
、
七
ウ
）

英
雄
自
是
風
雲
客

（巻

一
、
十
二
ウ
）

八
十
四
歳

（葛
洪
）

（巻

一
、
八
ウ
）

赤
霞
山

（巻

一
、　
一
ウ
）

京
陵
句
容

通
俗
西
湖
佳
話

○ ○ ○ ○ ○ ○ 天
下
中
分
隊
不
支

○ 英
英
自
是
風
雲
客

八
十

一
歳

○ 金
陵
句
容

金
陵
王
衛
本

○ ○ ○ ○ 四
十
柄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 渤
海
楼
本

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 金
間
学
耕
堂
本

○ ○ ○ ○ 四
十
柄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 会
敬
堂
本

愈
佛

老
苛
席
捲
蒼
煙
空

○ ○ 四
十
柄

北
客
若
来
休
問
信

○ 五
百
兵

○ ○ 棲
霞
山

○ 大
文
堂
本

愈
佛

老
封
席
捲
蒼
煙
空

○ ○ 四
十
柄

北
客
若
来
休
問
信

○ 五
百
兵

○ ○ 棲
霞
山

○ 海
陵
軒
本

用
念

老
封
席
拾
蒼
煙
空

他
朝
夜
雨
獨
傷
神

十
載
無
婦
更
累
人

四
十
柄

北
客
若
来
休
間
信

○ 五
百
兵

○ ○ 棲
霞
山

○ 芥
子
園
本

○ 老
封
席
捲
蒼
煙
空

○ ○ 四
十
柄

北
客
若
来
休
問
信

○ 五
百
兵

○ ○ 棲
霞
山

○ 荷
香
小
樹
本



て
、
翻
訳
傾
向
を
検
証
す
る
。
『通
俗
西
湖
佳
話
』
『
通
俗
醒
世
恒
言
』
『
通

俗
平
妖
伝
』
は
、
と
も
に
巻
之

一
の
部
分
を
確
認
す
る
。
通
俗
物
及
び
依
拠

本
文
の
引
用
は
、
便
宜
上
、
振
り
仮
名
を
省
略
じ
句
読
点
を
付
し
た

（以
下

同
）。ま

ず

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
巻
之

一
を
確
認
す
る
。

葛
嶺
仙
蹟

西
湖
ノ
湖
水
ヲ
取
廻
シ
テ
ハ
皆
山
ナ
リ
。
其
中
二
手
ヲ
立
タ
ル
如
ク
峻

シ
ク
高
キ
ヲ
ハ
峰
卜
云
。
山
ノ
上
ノ
ド
ヤ
カ
ニ
シ
テ
平
地
多
ク
四
方
ヲ

眺
望
ス
ル
ト
テ
通
行
逍
蓬
ス
ル
ニ
モ
辛
ド
カ
ラ
ヌ
ヲ
嶺
卜
云
。
湖
上
ノ

南
北
ノ
両
峰
卜
左
右
ノ
山
々
ノ
間
二
嶺
卜
総
ス
ル
所

ハ
多
ケ
レ
ド
モ

タ
ヾ
其
方
角
又
ハ
形
恰
ヲ
以
テ
取
扱
フ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
名
字
ヲ
付
名
ヲ
得

タ
ル
嶺
ハ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
保
叔
塔
ヨ
リ
西
へ
向
テ
ノ
一
帯
二
限
リ
テ

コ
レ
ヲ
葛
嶺
卜
云
。
其
由
来
ヲ
尋
ル
ニ
昔
晋
ノ
代

二
葛
洪
卜
云
異
人
此

嶺
上

ニ
テ
修
行
シ
テ
仙
術
ヲ
成
就
シ
タ
ル
ニ
因
テ
其
人
ノ
姓
ヲ
以
テ
嶺

ノ
姓
ト
ハ
シ
タ
ル
ナ
リ
。
件
ノ
葛
洪
琥
ハ
稚
川
京
陵
ノ
句
容
ノ
人
テ
其

昔
三
国
ノ
時

二
左
慈
卜
云
者
二
仙
術
ヲ
學
ビ
得
テ
白
日
二
天
二
升
リ
タ

ル
葛
玄
卜
云
仙
人
ノ
孫
ナ
リ
。
葛
玄
天
二
升
ラ
ン
ト
ス
ル
寸
鄭
思
遠
ト

云
弟
子
二
仙
家
ノ
秘
書
ヲ
残
ラ
ズ
授
ケ
テ
云
ク
、
ワ
ガ
子
孫
ノ
中

二
若

コ
レ
ヲ
博
ヘ
ツ
ベ
キ
者
出
来
タ
ラ
バ
構

ヘ
テ
隠
ス
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト

ソ
云
ケ
ル
。
サ
ル
人
ノ
血
脈
タ
ル
葛
洪
ナ
レ
ト
モ
、
父
母
ニ
ハ
早
ク
ハ

ナ
レ
、
其
上
甚
貧
窮
也
。
幸
卜
性
質
恰
淡
ニ
シ
テ
世
間
ノ
人
ノ
羨
ミ
願

フ
所
好
ム
所
二
於
テ
一
ツ
モ
好
ム
所
ナ
ク
、
好
ム
事
ト
テ
ハ
書
物
ヲ
見

ル
コ
ト
ノ
ミ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
書
物
ノ
ナ
キ
ニ
困
リ
テ
詮
方
ナ
ク
山
中

二
往

テ
柴
薪
ヲ
刈
市
中
二
挑
出
シ
テ
賣
得
タ
ル
銀
錢
ヲ
以
テ
紙
筆
ヲ
調
ヘ
テ

人
ノ
書
籍
ヲ
借
テ
ハ
抄
取
ヌ
。
且
抄
シ
且
讀
テ
寒
暑
ヲ
モ
畏
レ
ズ
凡
十

餘
年
ノ
間
此
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
シ
テ
終
二
天
晴
ノ
學
者

ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。

こ
れ
に
対
し
、
『西
湖
佳
話
』
（巻
之

一
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

葛
嶺
仙
蹟

西
湖
環
続
皆
山
也
。
而
山
之
婉
拠
起
伏
可
容
人
之
散
歩
、
而
前
後
観
覧

者
則
嶺
也
。
嶺
之
列
在
南
北
両
峯
、
興
左
右
諸
山
者
、
皆
無
足
稗
、
縦

有
可
稀
、
亦
不
過
稽
其
形
勢
、
稗
其
隅
位
而
已
、
並
未
聞
有
著
其
姓
者
。

獨
保
叔
塔
而
西

一
帯
、
乃
謂
之
葛
嶺
、
此
何
説
也
。
蓋
嘗
考
之
、
此
嶺

在
晋
時
曾
有

一
異
人
葛
洪
在
此
嶺
上
、
修
煉
成
仙

一
時
人
傑
地
霊
故
人

之
姓
、
即
冒
而
為
嶺
之
姓
也
。
祢
道
這
葛
洪
是
誰
、
他
琥
稚
川
原
是
京

陵
句
容
人
。
在
三
國
時
従
左
慈
学
道
、
得
九
丹
金
液
仙
経
、
白
日
沖
奉

的
仙
公
葛
玄
、
就
是
他
之
祖
也
。
仙
公
昇
天
之
日
、
曾
将
上
清
三
洞
、

霊
費
中
盟
詩
品
経
録

一
通
授
興
弟
子
鄭
思
遠
、
嘱
以
吾
家
門
子
孫
若
有

可
博
者
萬
勿
秘
。
故
此
此
葛
洪
出
身
、
原
是
不
凡
。
但
父
母
早
亡
、
其

家
甚
貧
。
却
喜
他
生
来
的
性
情
悟
淡
、
於
世
間
的
種
種
嗜
欲
皆
不
深
懸
、

獨
愛
的
是
讀
書
向
道
。
却
又
苦
於
無
書
可
讀
、
只
得
到
山
中
去
伐
些
柴

薪
、
挑
到
市
上
去
賣
、
賣
了
銀
錢
、
就
買
些
紙
筆
回
来
、
借
人
家
的
書

来
抄
讀
。
且
抄
且
讀
、
不
畏
寒
暑
、
如
此
十
数
年
、
克
成
了

一
個
大
儒
。

両
書
を
比
較
す
る
と
、
語
句
の
全
く
重
な
る
部
分
は
固
有
名
詞
が
多
く
、

そ
れ
以
外
の
語
句
は
、
で
き
る
だ
け
、
逐
語
訳
を
避
け
よ
う
と
す
る
試
み
が

見
ら
れ
る
。
所
謂
書
下
し
文
で
は
な
く
、
原
文
の
意
味
を
失
わ
な
い
よ
う
に

し
な
が
ら
も
、
自
然
な
和
文
体
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種



の
翻
訳
方
法
は
、
言
葉
を
変
え
ず
そ
の
ま
ま
逐
語
訳
す
る
の
に
比
べ
て
、
訳

者
の
工
夫
と
自
話
の
力
量
と
文
章
能
力
が
試
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
次
に
挙
げ
る

『
通
俗
醒
世
恒
言
』
な
ら
び
に

『
通
俗
平
妖
伝
』
の
例
を

見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

小
水
湾
夭
狐
論
書

昔
在
唐
玄
宗
ノ
時
長
安

二
王
臣
卜
云
者
ア
リ
。
粗
書
ヲ
ヨ
ミ
酒
ヲ
好
ミ

善
剣
ヲ
撃
馬
ヲ
走

ス
。
挟
弾

ハ
尤
長
ス
ル
所
也
。
幼
寸
父
ヲ
喪
夕
ヾ
母

ノ
ミ
堂

ニ
ア
リ
。
干
氏
ヲ
嬰
テ
妻
ト
ス
。
王
臣
ガ
弟

二
王
宰
卜
云
者
ア

リ
。
武
藝

二
達
シ
タ
ル
故
、
出
テ
羽
林
親
衛
ノ
官
ト
ナ
ル
。
未
妻

ヲ
嬰

ラ
ズ
。
此
兄
弟
家
頗
富
、
童
僕
多
ア
リ
テ
、
安
居
シ
テ
業
ヲ
楽
シ
カ
、

想
サ
ル
ニ
安
禄
山
力
兵
乱
起
り
、
玄
宗
皇
帝
蜀

へ
落
サ
セ
タ
マ
ヘ
ハ
王

宰
モ
御
駕

二
随
ヒ
テ
ソ
往
ケ
ル
。
王
臣
是
非
ナ
ク
房
産

ヲ
奔
、
細
軟

ヲ

牧
拾
シ
、
母
妻
婢
僕
ヲ
引

ツ
レ
難
ヲ
江
東

二
避
、
遂

二
杭
州
ノ
小
水
湾

卜
云
所

二
住
テ
、
田
産
ヲ
買
テ
、
世

ヲ
渡
リ
シ
カ
、
後
来
京
城
昔
ノ
如

ク
、
道
路
静

ニ
ナ
リ
シ
ト
聞
テ
、
再
都

二
往
テ
親
知

ヲ
尋
訪
、
藉
業

ヲ

整
理
セ
ン
ト
思
ヒ
、
母
親

二
別
ヲ
ナ
シ
。　
一
箇
家
人
王
福
卜
云
者

ヲ
連
、

水
路

ヨ
リ
行
テ
楊
州

ニ
ソ
至
リ
ケ
ル
。
　
ａ
通
俗
醒
世
恒
言
』
巻
之

一
）

小
水
湾
夭
狐
論
書

話
説
唐
玄
宗
時
、
有

一
少
年
、
姓
王
名
臣
、
長
安
人
氏
、
略
知
書
史
、

粗
通
文
墨
、
好
飲
酒
、
撃
善
剣
、
走
馬
挟
憚
、
尤
其
所
長
。
従
幼
喪
父
、

惟
母
在
堂
。
姿
妻
干
氏
、
同
胞
兄
弟
王
宰
、
腎
力
過
人
、
武
藝
出
衆
、

充
羽
林
親
衛
、
末
有
妻
室
。
家
頗
富
饒
、
童
僕
多
人
。　
一
家
正
安
居
楽

業
、
不
想
安
禄
山
兵
乱
、
滝
関
失
守
、
天
子
西
幸
。
王
宰
随
駕
雇
従
、

王
臣
料
道
立
身
不
住
、
奔
下
房
産
、
収
拾
細
軟
、
引
母
妻
婢
僕
、
避
難

江
南
、
遂
家
干
杭
州
、
地
名
小
水
湾
、
置
買
田
産
、
経
螢
過
日
。
後
来

聞
得
京
城
克
復
、
道
路
寧
静
、
王
臣
思
想
要
往
都
下
尋
訪
親
知
、
整
理

奮
業
、
為
婦
郷
之
計
。
告
知
母
親
、
即
日
収
拾
行
曇
、
直
帯

一
企
家
人
、

喚
倣
王
福
、
別
了
母
妻
、
聯
水
路
直
至
楊
州
。

翁
醒
世
恒
言
』
第
六
巻
）

授
釧
述
虎
女
下
山
　
盗
法
書
衰
公
婦
洞

藪

二
春
秋
周
ノ
敬
王
ノ
比
、
呉
越
戦
ヲ
交

へ
、
呉
王
夫
差
越
王
句
践

ヲ

園
テ
會
稽
山

二
困
ム
。
句
践
大
夫
種
ヲ
ツ
カ

ハ
シ
テ
、
詞
ヲ
卑
シ
證

ヲ

厚
シ
行
テ
、
和
ヲ
請
シ
ム
ル
ニ
、
呉
王
許
諾
シ
、
句
践
ヲ
ユ
ル
シ
テ
、

将

二
冠
服
ヲ
脱
シ
メ
テ
、
呉
國
ノ
為

二
馬
ヲ
養

ス
コ
ト
三
年
、
遂

二
始

テ
國

二
放
チ
カ

ヘ
ス
。
越
王

一
心

二
此
讐
ヲ
報

ン
ト
欲

レ
ド
モ
、
想

ニ

呉
國

ニ
ハ
魚
腸
ノ
釧
三
千
ア
ツ
テ
、
敵
抵
シ
ガ
タ
シ
ト
案
ジ
、
煩
ケ
ル

ガ
時

二
滝
墨
計

ヲ
献
ジ
六
千
ノ
君
子
軍
ヲ
選
ビ
出
シ
テ
、
朝
タ

ニ
訓
練

シ
居
タ
リ
ケ
ル
。
弦

二
南
山

二
一
人
ノ
虎
女
ア
リ
。
山
ヲ
下
り
越
王
ノ

軍

二
赴
ク
。
半
途

ニ
ヲ
イ
テ
、
■
箇
ン
自
髪
′
老
人

二
逢
、
自
衰
公
ト

稀
ス
。
虎
女

二
向
テ
云
、
小
娘
子
精
ク
剣
術

二
通
玉
フ
ト
承
ル
。
老
漢

モ
粗

一
二
ヲ
知
ル
。
願

ハ
請

フ
コ
レ
ヲ
試

ン
。
虎
女
ガ
云
、
妾
敢
テ
隠

ズ
、
夕
ヾ
老
翁
ノ
試
ル
所

二
従

ン
。
　
　
　
翁
通
俗
平
妖
伝
』
巻
之

一
）

授
釧
述
庭
女
下
山
　
盗
法
書
衰
公
婦
洞



話
説
春
秋
周
敬
王
時
、
呉
越
交
争
、
呉
王
夫
差
、
園
困
越
王
勾
践
於
會

稽
山
之
上
、
店
得
下
大
夫
文
種
卑
詞
厚
程
、
去
請
行
成
、
呉
王
依
允
、

将
越
王
夫
婦
摘
去
冠
服
、
囚
於
石
室
之
中
、
替
呉
國
養
馬
三
年
、
方
始

放
回
。
越
王

一
心
要
報
此
讐
、
想
呉
國
有
魚
腸
之
釧
三
千
、
難
以
抵
敵
。

有
上
大
夫
池
盆
献
計
、
挑
選
六
千
君
子
軍
、
朝
夕
訓
練
。
訪
得
南
山
有

箇
庭
女
、
精
通
剣
術
、
奉
越
王
之
命
、
聘
請
他
為
教
師
。
那
虎
女
収
拾

下
山
、
行
到
半
途
、
逢
着

一
箇
白
髪
老
人
、
自
稗
衰
公
、
封
虎
女
説
道
、

聞
小
娘
子
精
通
釧
術
、
老
漢
粗
知

一
二
、
願
請
試
之
。
庭
女
道
、
妾
不

（
‐４
）

敢
隠
、
但
憑
老
翁
所
試
。
　
　
　
　
　
　
　
翁
三
遂
平
妖
博
』
第

一
回
）

『
通
俗
醒
世
恒
言
』
『
通
俗
平
妖
伝
』
の
翻
訳
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
逐
語

訳
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
と
底

本
と
の
語
句
の
異
同
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
の
が
、
『
通
俗
醒
世
恒
言
』
『
通

俗
平
妖
伝
』
の
翻
訳
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
引
用
箇
所
波
線
部

の
よ
う
に
、
『
通
俗
平
妖
伝
』
で
は

「
一
介
家
人
」
を

「
一
箇
家
人
」
と
、

『
通
俗
醒
世
恒
言
』
で
は

「
一
箇
自
髪
老
人
」
を

「
一
箇

ノ
自
髪

ノ
老
人
」

と
訳
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
で
は
、
ヨ

個
大
儒
」
を

「
天
晴
ノ
學
者
」
と
訳
し
て
い
る
。

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
『
通
俗
平
妖
伝
』
『
通
俗
醒
世
恒
言
』
の
各
訳
文
と
底

本
と
を
比
較
す
る
と
、
『
通
俗
平
妖
伝
』
『
通
俗
醒
世
恒
言
』
は
、
底
本
を
直

接
書
き
下
し
た
部
分
が
多
く
、
原
典
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
所
が

目
立

つ
。　
一
方
、
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
場
合
は
、
原
文
に
対
応
す
る
語
彙

は
固
有
名
詞
以
外
は
見
出
し
得
な
い
場
合
が
多
い
。
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の

翻
訳
は
逐
語
訳
を
避
け
て
、
和
文
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

Ｚ
つ
。

四
　
翻
訳
方
法
の
詳
細

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
と
刊
行
時
期
が
近
い
他
の
通
俗
物
と
の
翻
訳
方
法
の

相
違
に
つ
い
て
、
以
下
、
詳
細
に
そ
の
翻
訳
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四

。
一　

訳
者
の
意
図
、
工
夫
が
見
ら
れ
る
翻
訳

（１
）
葛
洪
が
山
の
緑
の
な
か
、
う
き
う
き
と
し
た
気
分
で

「此
色
は
山
に

つ
き
た
る
に
も
あ
ら
ず
又
山
を
離
る
ゝ
に
も
あ
ら
ず
」
と
詠
み
、
こ
の
喩
え

を
引
用
す
る
場
面

（巻
之

一
、
ニ
ウ
）

則
此
色
又
不
復
有
、
因
而
感
悟
道
孟
夫
子
所
言
、
眸
於
面
器
於
背
正
是

此
種
道
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
西
湖
佳
話
し

カ
ノ
徳
ア
レ
ハ
身

ヲ
潤
ス
ト
云
道
理
モ
カ
ク
ヤ
ア
ラ
ン
カ
ナ
ン
ド
心
ヲ

澄
シ
居
タ
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
通
俗
西
湖
佳
話
し

『
西
湖
佳
話
』
に
あ
る

「
孟
夫
子
所
言
眸
於
面
盗
於
背
」
は
、
『
孟
子
』

（蓋
心
上
）
の

「
君
子
の
性
と
す
る
所
は
、
仁
義
嵯
智
、
心
に
根
ざ
す
。
其

の
色
に
生
ず
る
や
、
眸
然
と
し
て
面
に
見
は
れ
、
背
器
れ
に
、
四
健
に
施
き
、

四
健
言
は
ず
し
て
而
し
て
喩
る
」
の
引
用
の

一
部

で
あ
る
。
「
四
膿
言
は
ず

し
て
而
し
て
喩
る
」
の
意
味
は
、
徳
あ
る
人
の
四
体
は
物
を
言
わ
な
い
が
、

徳
が
お
の
ず
か
ら
外
に
あ
ら
わ
れ
て
、
見
る
人
を
し
て
徳
の
あ
る
人
だ
と
い

う
こ
と
を
さ
と
ら
せ
る
と
あ
る
。
訳
者
は
こ
の
よ
う
な
語
句
を
翻
訳
す
る
際
、

単
な
る
書
き
下
し
で
は
済
ま
せ
ず
、
『
孟
子
』
の
言
葉
を
正
確
に
理
解
し
た



上

で
、
「
孟
夫
子
所
言
眸
於
面
器
於
背
」
を

「
カ
ノ
徳

ア
レ
ハ
身

ヲ
潤

ス
」

と
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た

「徳

ア
レ
ハ
」
と
翻
訳
し
た
の
は
分
か
り
や
す
さ

を
狙

っ
て
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
葛
洪
は
仙
人
に
な
る
素
質

を
持

っ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
物
の
性
格
と
も

一
致
し
て
矛
盾

が
な
い
翻
訳
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（２
）
互
い
に
ず

っ
と
別
れ
ず
朋
友
に
な
ろ
う
と
い
う
契
り
を
結
ん
だ
園
澤

と
李
源
で
あ
る
が
、
園
澤
が
あ
る
婦
人
の
子
供
に
生
ま
れ
変
わ
る
事
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
二
人
は
十
三
年
後
に
逢
う
約
束
を
す
る
。
そ

し
て
つ
い
に
十
三
歳
に
な

っ
た
園
澤
が
約
束
を
果
た
し
た
時
の
詩

（巻
之
四
、

十
二ハ
ウ
）

三
生
石
上
奮
精
魂
　
賞
月
臨
風
不
要
論

漸
愧
情
人
遠
相
訪
　
此
身
雖
異
性
常
存
　
　
　
　
　
　
（『
西
湖
佳
話
し

三
生
石
上
奮
精
魂
　
賞
月
臨
風
不
要
論

漸
愧
良
朋
遠
相
訪
　
此
身
雖
異
性
常
存
　
　
　
　
（『
通
俗
西
湖
佳
話
し

訳
者
は
底
本
の

「
情
人
」
を

「
良
朋
」
に
書
き
直
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

原
話
の
、
朋
友
の
友
情
を
巡
る

「
三
生
石
蹟
」
の
物
語
を
正
確
に
伝
え
よ
う

と
す
る
訳
者
の
意
図
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
の
部
分
を
見
る
と
、

基
本
的
に
は
詩
は
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
訳
者
は
本

文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
深
く
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

（３
）
葛
洪
の
所
に
客
が
来
て
、
葛
洪
が
仙
術
を
発
揮
す
る
場
面

（巻
之

一
、

十

一
ウ
）

毎
遇
天
寒
客
至
、
洪
便
道
、
貧
居
乏
火
奈
何
、
因
而
口
中
吐
出
熱
氣
来
、

満
座
皆
媛
盛
暑
客
到
洪
又
道
、
畦
居
苦
熱
奈
何
、
因
口
中
嘘
出
冷
氣
来

一
室
皆
涼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
西
湖
佳
話
し

葛
洪
ガ
所

へ
寒
中

二
客
来

レ
バ
イ

ハ
ク
貧
家

ニ
ハ
燎
火

ノ
モ
テ
ナ
シ
モ

得
セ
ズ
ト
テ
ロ
中

ヨ
リ
ホ
ツ
ト

一
口
吐
出

ス
息

ニ
テ
■
座
ア
タ
ヽ
力
■

シ
テ
春
ノ
如
シ
又
暑
中

二
客
来

レ
ハ
云
ク
カ

ヽ
ル
小
屋

ニ
ハ
熱
氣
タ
ヘ

ガ
タ
シ
ト
テ
ロ
中
ヨ
リ
フ
ツ
ト
吹
出
ス
息
ニ
テ
回
引
ス‐
劇
シー
列
シー
列
訓

ノ
如
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『通
俗
西
湖
佳
話
し

原
本
の

「満
座
皆
媛
」
を

「
一
座

ア
タ

ヽ
カ
ニ
シ
テ
春
ノ
如
シ
」
と
、
ま

た

「
一
室
皆
涼
」
を

「
座
中

ス
ヾ
シ
ウ
シ
テ
秋
ノ
如
シ
」
と
訳
し
て
い
る
。

春
と
秋
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
四
季
を
喩
え
と
し
て
使
う
よ
う
な
試

み
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
寒
中
に
客
を
迎
え
る
時
は
暖
か
く
、
暑
中
に
迎
え
る

時
は
涼
し
く
す
る
と
対
句
表
現
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
訳
者
は
、
翻
訳
す

る
際
、
自
話
表
現
を
正
確
に
捉
え
た
上
で
、
和
文
と
し
て
の
工
夫
を
行

っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

四

。
二
　
付
け
加
え
る
翻
訳

こ
の
ほ
か
に
も
、
訳
者
は
、
底
本
そ
の
ま
ま
の
言
葉
を
用
い
る
と
意
味
が

伝
わ
ら
な
い
箇
所
を
、
自
身
の
漢
文
知
識
を
も

っ
て
、
説
明
を
付
け
加
え
て

翻
訳
し
て
い
る
。　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
『
西
湖
佳
話
』
巻
之
二

「断
橋
情
蹟
」

の
、
文
世
高
が
紅
粉
売
老
婆
に
屋
敷
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
か
を
尋
ね
、

そ
れ
に
答
え
る
場
面
に

「
只
生
得

一
位
小
姐
、
名
叫
秀
英
、
己
是
十
八
歳
了
、

尚
未
喫
茶
」
の
セ
リ
フ
が
あ
る
。
そ
れ
を

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は

「
夕
ヾ
小



姐

一
人
ア
リ
、
名
ヲ
秀
英
ト
テ
、

コ
ト
シ
十
八
ナ
リ
玉

フ
ガ
イ
マ
ダ
嫁
モ
シ

（
‐６
）

玉

ハ
ズ
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の

「喫
茶
」
と
い
う
語
は
、
『
通
俗
編
』
「
儀

節
」
の
項
に

「按
、
俗
語
女
子
許
嫁
約
喫
茶
、
有

一
家
女
不
喫
両
家
茶
之

諺
」
と
解
し
て
い
る
。
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
こ
の
よ
う
に
自
話
を
理
解
し

て
、
日
本
語
で
は

「茶
を
飲
む
」
の
意

で
理
解
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
、
「嫁

モ
シ
玉

ハ
ズ
」
と
正
確
に
訳
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
訳
者
が
自
話
知
識
を
生
か
し
て
、
分
か
り
や
す
く
付
け
加
え

た
工
夫
が
見
ら
れ
る
例
を
、
以
下
に
挙
げ
る
。

（１
）
岳
飛
が
生
ま
れ
る
時
、
母
親
の
夢
に
つ
い
て
紹
介
す
る
場
面

（巻
之

三
、
　
一
オ
）

他
姓
岳
単
諄

一
個
飛
字
、
表
字
鵬
奉
。
父
母
生
他
的
時
節
、
夢
見

一
個

金
甲
紅
抱
、
身
長
丈
餘
的
将
軍
。
走
進
門
来
大
聾
道
、
我
是
漢
朝
張
翼

徳
也
。
今
暫
到
汝
家
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
湖
佳
話
し

岳
飛
字

ハ
鵬
奉
ソ
ノ
生

レ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
父
母
ノ
夢

ニ
ク
レ
ナ
ヰ
ノ
抱

二
金
ノ
鎧
着
タ
ル
大
将

一
人
外
面

ヨ
リ
入
来
テ
呼

ツ
テ
云
ク
我

ハ
コ
レ

蜀
漢
ノ
張
飛
ア
サ
ナ
ハ
翼
徳
ナ
リ
今
シ
バ
ラ
ク
此
家

二
到
ル
ト
云

翁
通
俗
西
湖
佳
話
し

『
西
湖
佳
話
』
の

「我
是
漢
朝
張
翼
徳
也
」
に
対
し
て

『
通
俗
西
湖
佳
話
』

は

「
我

ハ
コ
レ
蜀
漢
ノ
張
飛
ア
サ
ナ
ハ
翼
徳
ナ
リ
」
と
す
る
。
底
本
を
そ
の

ま
ま
翻
訳
す
る
と
、
「岳
飛
」
の
名

の
由
来
は
分
か
り
に
く
い
が
、
「張
翼

徳
」
を

「
蜀
漢
ノ
張
飛
ア
サ
ナ
ハ
翼
徳
」
に
訳
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
岳
飛
の

飛
の
字
は
親
の
夢
に
出
て
き
た
張
飛

（翼
徳
）
の
飛
か
ら
取

っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

（２
）
世
の
時
勢
の
説
明

（巻
之
三
、
ニ
オ
）

岳
飛
既
長
聞
知
二
帝
蒙
塵
不
勝
憤
激
　
　
　
　
　
　
　
（『
西
湖
佳
話
し

此
ト
キ
宋
ノ
哲
宗
徽
宗
ノ
ニ
帝
共

二
北
秋
ノ
金
國

ニ
ト
ラ
ワ
レ
往
玉
ヒ

猶
其
上

ニ
モ
折
々
宋
國
ヲ
攻
侵
シ
ケ
ル
岳
飛
此
事

ヲ
深
ク
憤
リ
テ
…

翁
通
俗
西
湖
佳
話
し

「
二
帝
蒙
塵
」
を

「宋

ノ
哲
宗
徽
宗
ノ
ニ
帝
共

二
北
狭

ノ
金
國

ニ
ト
ラ
ワ
レ

往
玉
ヒ
猶
其
上

ニ
モ
折
々
宋
國
ヲ
攻
侵
シ
ケ
ル
」
と
状
況
の
説
明
ま
で
詳
し

く
付
け
加
え
て
い
る
。

（３
）
岳
飛
が
軍
法
に
背
い
て
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
そ
う
に
な

っ
た
が
、
留
守

使
宗
澤
に
助
け
ら
れ
る
場
面

（巻
之
三
、
ニ
ウ
）

忽
探
馬
報
金
死
尤
攻
氾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
西
湖
佳
話
し

忽
探
馬

ハ
セ
編
リ
テ
金
國
ノ
四
太
子
死
荒
攻
メ
来
リ
テ

翁
通
俗
西
湖
佳
話
し

「
金
死
東
」
を
訳
す
時
、
「
金
國
ノ
四
太
子
死
東
」
と
い
う
説
明
を
付
け
加
え

て
い
る
。

（４
）
蘇
子
謄
、
子
由
兄
弟
の
書
を
欧
陽
修
に
見
せ
る
場
面

（巻
之
四
、　
一

ウ
）

欧
陽
修
看
了
存
書
、
就
看
二
人
的
文
字
、
不
禁
拍
案
大
叫
道
、
筆
挺
韓

筋
、
墨
凝
柳
骨
、
后
来
文
章
当
属
此
二
人
実
。
張
方
平
可
謂
拳
薦
得
人
。

遂
極
力
稗
賛
、
直
送
興
宰
相
韓
埼
去
看
。
　
　
　
　
　
「
西
湖
佳
話
し



富
時
文
章
ノ
宗
匠
タ
ル
欧
陽
修
ア
ザ
ナ
ハ
永
叔
蘇
子
謄
子
由
兄
弟
ノ
書

タ
ル
物

ヲ
見
テ
覺

エ
ズ
案

ヲ
ハ
タ
ト
打
テ
後
々
世
間
ノ
文
章

ハ
此
二
人

二
留
ベ
シ
ト
嘆
美
シ
テ
時
ノ
宰
相
韓
埼
ノ
方

二
送
テ
見
セ
シ
ム
。

３
通
俗
西
湖
佳
話
し

「
欧
陽
修
」
を
訳
す
際
に

「営
時
文
章

ノ
宗
匠
タ
ル
」
と
字

「
永
叔
」
を

付
け
加
え
て
い
る
。

（５
）
子
由
が
兄
の
蘇
東
坂
が
王
安
石
と
衝
突
し
が
ち
で
あ

っ
た
こ
と
を
心

配
す
る
場
面

（巻
之
四
、
ニ
ウ
）

那
時
他
兄
弟
那
子
由
、
同
在
京
師
倣
官
、
見
壽
専
屡
次
鯛
犯
王
安
石
―

恐
有
大
禍
、
甚
是
憂
心
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
西
湖
佳
話
し

此
時
弟
ノ
子
由
モ
同
ジ
ク
京
都

ニ
テ
倣
官
テ
ア
リ
ケ
ル
ガ
常
々
兄
ノ
正

引

コ

剰

綱

引

引

ヨ

引

引

用

綱

樹

潮

暑

コ

朝

釧

ベ
キ
ト
心
遣
ヒ
シ
居
ケ
ル
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
（『通
俗
西
湖
佳
話
し

原
文
に
は
な
い
兄
の
性
格

「正
直
に
し
て
」
を
付
け
加
え
、
王
安
石
と
衝
突

す
る
理
由
の
一
つ
を
書
き
加
え
て
い
る
。

（６
）
名
妓
朝
雲
の
容
姿
を
描
く
場
面

（巻
之
四
、
三
ウ
）

那
時
錢
塘
有
個
名
妓
、
喚
倣
朝
雲
、
姿
色
甚
美
、
而
性
情
不
似
楊
花

翁
西
湖
佳
話
し

ソ
ノ
コ
ロ
銭
唐
二
名
タ
カ
キ
傾
城
ア
リ
名
ヲ
朝
雲
卜
云
甚
美
色
ニ
シ
テ

才
藝
ア
リ
心
バ
エ
尋
常
ナ
ラ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
（『
通
俗
西
湖
佳
話
し

『西
湖
佳
話
』
の
美
貌
に
加
え
て
訳
で
は

「美
色
に
し
て
」
「才
藝
あ
り
」
と

「才
色
兼
備
」
の
妓
女
に
訳
し
て
い
る
。

（７
）
蘇
東
城
が
妓
女
の
朝
雲
に
戯
れ
に
言
い
か
け
る
場
面

（巻
之
四
、
三

ウ
）

東
坂
戯
問
道
、
酬
日
祠
ョ
‐ヽ―

日‐‐
‐

馴
馴
ｄ
ヨ
ゴ
割
劉
嘲
Ｊ
別
倒
周
目
引
刹
割
ヽ

還
勝
似
巫
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
西
湖
佳
話
し

東
妓
又
戯
ト
レ
テ
云
ヤ
ウ
潤
州
冽
列
酬
ヨ
利
酬
列
劃
剛
引
劃
Ｗ
Ｊ
ヨ
「
国

コ
耐
引
翻
劉
「
刊
四
１
四
創
列
副
翻
馴
∃
到
剛
引
剰
司
′ヽ―洲
湘
劃
コ
馴
剛
別
冽

ラ
ン
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
通
俗
西
湖
佳
話
し

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
、
妓
女

「朝
雲
」
を
楚
国
の

「朝
の
雲
、
夕
の
雨
」

と
い
う

「
巫
山
の
雲
雨
」
と
い
う
故
事
に
喩
え
て
、
戯
れ
る
こ
と
に
説
明
を

付
け
加
え
て
い
る
。
訳
者
は

「
朝
雲
暮
雨
」
の
故
事
を
用
い
て
、
蘇
東
披
と

妓
女
の
戯
れ
の
や
り
と
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
易
く
訳
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（８
）
佛
印
禅
師
と
東
披
が
四
大
に
就
い
て
答
話
す
る
場
面

（巻
之
四
、
七

ウ
～
八
オ
）

東
坂
聴
了
、
知
是
禅
機
、
即
随
口
戯
答
道
、
既
無
庭
坐
何
不
暫
借
和
尚

的
四
大
身
体
用
作
禅
床
。
佛
印
道
、
山
僧
有

一
句
韓
語
、
学
士
若
答
得

来
便
罷
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
湖
佳
話
し

東
妓
佛
印
ノ
コ
ト
バ
ハ
禅
機
ノ
シ
カ
ヶ
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
即
座

二
戯

レ
答

ヘ
ケ
ル
坐
ス
ル
所
ナ
キ
ハ
是
非
モ
ナ
シ
和
尚
ノ
四
大
ヲ
カ
シ
玉
へ
床
机

ニ
セ
ン
ト
云
四
大
ハ
地
水
火
風
ノ
身
体
ヲ
云
ナ
リ
佛
印
云
ャ
ウ
愚
僧
ニ

一
句
ノ
韓
語
ア
リ
学
士
答
へ
得
ラ
ン
バ
云
分
ナ
シ

翁
通
俗
西
湖
佳
話
し



『
西
湖
佳
話
』
の

「
和
尚
的
四
大
身
体
用
作
禅
床
」
を

『
通
俗
西
湖
佳
話
』

で
は

「
四
大
身
体
」
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
訳
者
は
か
な
り
白
話
に
通
じ
た
人
物
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
ま
た
そ
の
自
話
語
彙
を
和
文
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て

翻
訳
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。

四

。
三
　
中
国
の
単
位
を
日
本
の
単
位
に
替
え
て
翻
訳

最
後
に
中
国
の
単
位
を
日
本
の
単
位
に
換
え
て
翻
訳
し
て
い
る
例
を
列
挙

す
る
。
「数
百
歩
」
を

「
二
三
町
」
（巻
之

一
）
、
ヨ

一百
金
」
を

「
三
百
貫

目
」
（巻
之
二
）
、
「
朔
望
」
を

「
朔
十
五
日
」
（巻
之
三
）
と
し
て
い
る
。
他

に
も

「
未
冠
」
を

「
年
二
十

二
足

ラ
ズ
」
、
ヨ

一百
勧
」
を

「
三
百
勧
弦
”

方ノ
岨
」
（巻
之
三
）
と

「
三
十
里
」
を

「
三
十
里
知
鉢
髄
」
（巻
之
四
）
と
割
注

の
形
で
補
足
説
明
を
加
え
、
銭

「
二
萬
」
を

「
二
十
貫
文
」
（巻
之
四
）
と

翻
訳
し
て
い
る
。

以
上
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
は
中
国
の
単
位
を
日
本

の
単
位
に
替
え
た
り
、
中
国
の
単
位
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
後
で
、
日
本
の
単

位
の
注
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
そ
れ
が
か
な
り
正
確
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
訳
者
を
考
慮
す
る
際
、
翻
訳
態
度
の
細
部
を
通
じ

て
推
測
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
通
俗
西
湖
佳
話
』
の
訳
者
は
か

な
り
白
話
に
通
じ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
翻
訳
す
る
に
も
作
者

の
意
識
が
加
え
ら
れ
、
取
捨
選
択
を
含
め
、
作
者
の
付
け
加
え
等
様
々
な
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
単
純
な
書
き
下
し
で
は
な
く
、
原
話
を
正
確
に
理

解
し
た
上
で
、
日
本
的
な
型
に
創
作
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
の
翻
訳
と
原
話
の

比
較
に
よ

っ
て
、
訳
者
は
白
話
語
彙
か
な
り
正
確
に
捉
え
た
上
で
、
和
文
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
訳
そ
う
と
す
る
翻
訳
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

（
‐７
）

通
俗
物
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
徳
田
武
氏
等
に
よ
る
典
拠
調
査
の
研
究

が
主
に
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
り
、
翻
訳
の
仕
方
や
自
話
語
彙
の
使
用
等

を
含
め
、
細
部
の
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
最
近
で
は
特
に
中
村

綾
氏
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
通
俗
物
は
白
話
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
以
上
、

こ
れ
ら
の
細
部
ま
で
目
を
通
さ
な
い
と
通
俗
物
の
全
体
像
が
見
え
て
こ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
作
者
の
翻
訳
を
細
部
に
至
る
ま
で
、
追
跡
、
考
察
す
る
こ
と

は
作
者
の
創
作
過
程
を
追
う
こ
と
で
あ
る
。
通
俗
物
は
単
な
る
翻
訳
だ
け
で

な
く
、
翻
訳
で
あ
り
な
が
ら
も
、
作
者
の
創
作
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

一狂（１
）

『近
世
白
話
小
説
翻
訳
集
』
第
五
巻

（汲
古
書
院
、　
一
九
八
五
年
）。

（２
）

『舶
載
書
目
』
（関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、　
一
九
七
二
年
）。

（３
）

中
村
幸
彦

「通
俗
物
雑
談
―
近
世
翻
訳
小
説
に
つ
い
て
―
」
翁
中
村
幸
彦

著
述
集
』
第
七
巻
、
中
央
公
論
社
、　
一
九
八
四
年
）。

（４
）

注

（１
）
前
掲
書
に
よ
る
。

（５
）

注

（１
）
前
掲
書
所
収
、
中
村
幸
彦
氏

「解
題
」。

（６
）

丸
山
季
夫

「十
時
梅
圧
覚
え
書
」
「
国
学
者
雑
孜
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九

八
二
年
）。

（７
）

鶴
田
武
良

「名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
十
時
梅
圧
書
簡
」
上
、
下

「
国
華
』
‐０３９

。
‐０４０
、　
一
九
八

一
年
）。



（８
）

橋
爪
節
也

「十
時
梅
圧
の
研
究
」
「
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研
究
Ⅱ
』
大

阪
市
立
博
物
館
、　
一
九
九
八
年
）
。

（
９

）

（
１０

）

（
１１

）

（
‐２

）

（
‐３

）

（
‐４

）

（
‐５

）

（
‐６

）

（
‐７

）

（
‐８

）

大
塚
秀
高

『増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
（汲
古
書
院
、　
一
九
八
七
年
）

注

（５
）
に
同
じ
。

長
尾
直
茂

「前
期
通
俗
物
小
考
」
翁
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
２４
、　
一
九

九

一
年
）。

『通
俗
平
妖
伝
』
、
『通
俗
醒
世
恒
言
』
は
、
『近
世
白
話
小
説
翻
訳
集
』
第

五
巻
、
第
四
巻

（汲
古
書
院
、　
一
九
八
五
年
）
所
収
の
本
文
を
引
用
し
た
。

『醒
世
恒
言
』
（古
本
小
説
集
成
　
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
九

一
年
）。

『
三
遂
平
妖
伝
』
（古
本
小
説
叢
刊
　
中
華
書
局
　
一
九
九

一
年
）。

『新
釈
漢
文
大
系
』
（明
治
書
院
、　
一
九
七
五
年
）
の
解
釈
に
よ
る
。

葎
瀬
撰

『
通
俗
編
』
（大
化
書
局
、　
一
九
九
七
年
）。

徳
田
武

『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
全
目
裳
堂
書
店
、　
一
九
八
七
年
）、

『近
世
近
代
小
説
と
中
国
白
話
文
学
』
（汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

中
村
綾
氏
の
論
文
に

「『水
滸
伝
』
和
刻
本
と
通
俗
本
―

『忠
義
水
滸
伝
』

凡
例
と
金
聖
歎
本
を
め
ぐ
っ
て
」
「
ア
ジ
ア
遊
学
』
１３‐

「
水
滸
伝
』
の
衝

撃
」、
勉
誠
出
版
　
一
一〇

一
〇
年
）、
「
太
平
記
演
義
』
に
お
け
る
冠
山
の
訳

解
態
度
を
め
ぐ
っ
て
」
翁
江
戸
文
学
』
３８
、
二
〇
〇
八
年
）、
「和
刻
本

『忠

義
水
滸
伝
』
と

『通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
―
そ
の
依
拠
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
っ

て
」
「
近
世
文
芸
』
８６
、
二
〇
〇
七
年
）、
「
通
俗
皇
明
英
烈
伝
』
依
拠
テ

キ
ス
ト
と
冠
山
の
訳
解
態
度
」
「
汲
古
』
５３
ヽ
二
〇
〇
八
年
）、
「
新
鑑
草
』

と
そ
の
周
辺
」
「
国
語
国
文
』
８３７
ヽ
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（き
ん

。
し
ょ
う
て
つ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




